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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
人
生

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
２
９
５
Ｄ

【
作
者
名
】

　
真
貴
人

【
あ
ら
す
じ
】

　
今
日
も
朝
が
来
た
。
こ
の
、
屋
根
の
無
い
家
で
。
俺
の
寝
室
は
、
こ
の
一
畳

半
の
ベ
ン
チ
だ
。
鞄
が
枕
代
わ
り
だ
、
寝
心
地
は
悪
く
な
い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
会
社
へ
向
か
う
。
学
生
達
は
学
校
へ
。
俺
は
・
・
・
俺
は
何
処
へ
向
か
え
ば

良
い
ん
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
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前
編

今
日
も
朝
が
来
た
。

こ
の
、
屋
根
の
無
い
家
で
。

僕
の
寝
室
は
、
こ
の
『
一
畳
半
の
ベ
ン
チ
』
だ
。

鞄
が
枕
代
わ
り
だ
、
寝
心
地
は
悪
く
な
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
会
社
へ
向
か
う
。

学
生
達
は
学
校
へ
。

僕
は
・
・
・
僕
は
何
処
へ
向
か
え
ば
良
い
ん
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

自
動
販
売
機
の
釣
り
銭
口
を
漁
り
ま
く
る
。

今
日
は
実
り
が
悪
い
・
・
・
収
穫
は
ゼ
ロ
だ
。

運
の
い
い
日
は
７
０
０
円
ぐ
ら
い
が
入
っ
て
い
る
。

取
り
忘
れ
た
人
は
余
程
裕
福
な
の
だ
ろ
う
か
。

仕
方
が
な
い
の
で
、
ス
ー
パ
ー
の
寿
司
売
り
場
で
取
り
放
題
の
袋
の
ガ
リ
を
数
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枚
取
り
、
空
腹
を
満
た
す
。

そ
の
後
、
私
立
図
書
館
へ
向
か
う
。

た
だ
毎
日
を
生
き
て
い
る
、
や
る
事
が
無
い
俺
達
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
は
楽
園

だ
。

図
書
館
に
入
る
と
、
俺
の
足
は
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
へ

と
向
か
っ
た
。

こ
の
図
書
館
に
は
所
謂
『
リ
タ
ー
ン
式
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
』
が
置
い
て
あ
り
、

時
折
、
１
０
０
円
硬
貨
を
取
り
忘
れ
て
る
人
が
い
る
の
だ
。

俺
は
視
線
を
各
ロ
ッ
カ
ー
の
返
却
口
へ
と
回
す
。

・
・
・
が
、
取
り
忘
れ
硬
貨
は
無
い
。

ま
だ
昼
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
と
い
え
ば
仕
方
が
無
い
の
だ
が
。

狙
い
目
は
、
閉
館
時
刻
だ
。

俺
は
図
書
館
で
本
を
読
み
、
時
々
水
を
飲
ん
だ
り
仮
眠
し
た
り
し
て
何
時
も
通

り
過
ご
し
た
。

そ
し
て
訪
れ
た
閉
館
時
刻
・
・

再
び
ロ
ッ
カ
ー
へ
視
線
を
泳
が
せ
る
が
、
硬
貨
の
取
り
忘
れ
は
無
い
。

残
念
だ
。
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図
書
館
を
出
た
俺
は
次
の
場
所
へ
と
向
か
う
事
に
し
た
。

・
・
・
向
か
う
？
　
何
処
へ
？

行
き
付
け
の
古
本
屋
で
時
間
を
潰
す
。

立
ち
読
み
し
て
も
お
咎
め
無
し
な
の
は
有
難
い
。

そ
し
て
、
次
に
俺
が
向
か
っ
た
場
所
は
、
パ
チ
ン
コ
屋
だ
っ
た
。

こ
こ
も
ま
た
、
俺
に
と
っ
て
は
楽
園
な
の
だ
。

遊
技
を
す
る
金
な
ど
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、

何
し
ろ
こ
こ
に
は
自
動
販
売
機
が
あ
る
、
店
舗
に
よ
っ
て
は
リ
タ
ー
ン
式
ロ
ッ

カ
ー
が
あ
る
。

し
か
も
、
５
０
０
円
硬
貨
の
タ
イ
プ
を
配
置
し
て
あ
る
店
も
時
折
あ
る
の
で
、

運
が
良
い
日
に
は
、
５
０
０
円
硬
貨
の
取
り
忘
れ
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
い
う
日
は
神
に
感
謝
し
た
い
気
分
だ
。

結
局
、
数
店
舗
周
り
、
発
見
し
た
硬
貨
は
合
計
３
０
０
円
だ
。
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ス
ー
パ
ー
へ
と
向
か
い
、
『
半
額
』
の
シ
ー
ル
が
張
っ
て
あ
る
３
９
８
円
の
弁

当
を
購
入
す
る
。

そ
し
て
、
屋
根
の
無
い
家
へ
と
帰
宅
す
る
。

水
も
あ
る
、
ト
イ
レ
も
あ
る
。
冷
蔵
庫
が
無
い
の
が
少
し
不
満
だ
が
、
取
り
立

て
て
困
る
こ
と
も
無
い
。

俺
は
食
事
を
取
り
、
暫
く
夜
景
を
観
賞
し
た
後
に
、
こ
の
一
畳
半
の
寝
室
の
ベ

ン
チ
で
眠
り
に
つ
い
た
。

何
度
か
、
死
の
う
と
考
え
た
事
も
あ
る
の
だ
が
、
死
ぬ
の
も
面
倒
な
の
で
実
行

に
は
移
せ
な
い
。

生
き
る
の
も
億
劫
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
　
死
ぬ
の
も
億
劫
な
ん
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

人生

2010年12月15日02時38分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n1295d/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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